
下呂市の活断層
  「阿寺断層帯」をさぐる

　市の中心部を南東方向に直線状に中津川市まで延びる「阿寺断層帯」。国内で
も第１級の活断層と言われています。
　北部の萩原断層は、今後 30年以内の断層活動の確率が高いといわれている中、
「阿寺断層帯の素顔」をいろいろな資料をもとにさぐり、地震への備えの大切さ
を特集します。
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日
本
で
第
１
級
の
活
断
層
帯

阿
寺
断
層
帯
の
延
長
約
70
㎞

　

下
呂
市
萩
原
町
山
之
口
か
ら
、

南
東
に
向
っ
て
、
中
津
川
市
加
子

母
、
付
知
町
、
坂
下
町
を
経
て
同

市
馬
籠
宿
付
近
に
至
る
全
長
約
70

㎞
に
も
及
ぶ
「
阿
寺
断
層
帯
」
は
、

国
内
で
も
第
一
級
の
活
断
層
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
断
層
帯
は
全
体
が
１
本
の

断
層
で
は
な
く
、
複
数
の
断
層
が

平
行
に
、
又
は
枝
分
か
れ
し
て

走
っ
て
お
り
、そ
れ
ら
全
て
を「
阿

寺
断
層
帯
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

断
層
帯
は
、
過
去
の
活
動
時
期

の
違
い
か
ら
、
萩
原
地
域
の
西
側

を
南
北
に
延
び
る
「
北
部
」
と
、

馬
瀬
付
近
か
ら
中
津
川
市
ま
で
延

び
る
「
南
部
」
の
２
つ
に
区
分
さ

れ
ま
す
。

　
「
北
部
」
は
萩
原
断
層
、「
南
部
」

は
下
呂
断
層
、
小
和
知
断
層
、
阿

寺
断
層
な
ど
複
数
の
断
層
で
、
断

層
帯
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

阿
寺
と
い
う
名
称
は
、
岐
阜
県

に
隣
接
す
る
長
野
県
大
桑
村
の
阿

寺
渓
谷
上
流
部
に
あ
る
、
阿
寺

山
（
１
５
５
８
ｍ
）
付
近
一
帯
を

阿
寺
山
地
と
呼
ぶ
こ
と
に
由
来
し

て
い
ま
す
。
阿
寺
山
地
は
標
高

１
５
０
０
ｍ
～
１
９
０
０
ｍ
の

山
々
が
続
く
比
較
的
な
だ
ら
か
な

山
地
で
、
小
秀
山
、
白
草
山
な
ど

が
連
な
っ
て
お
り
、
そ
の
北
部
に

は
御
嶽
山
が
あ
り
ま
す
。

　

阿
寺
断
層
帯
は
、
阿
寺
山
地

と
そ
の
西
側
に
広
が
る
標
高

１
０
０
０
ｍ
前
後
の
美
濃
高
原
と

の
境
界
部
を
走
る
断
層
で
、
こ
れ

に
沿
っ
た
地
域
は
川
の
浸
食
に

よ
っ
て
出
来
た
平
地
や
渓
谷
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
寺
山
地
と
美
濃
高
原
は
も
と

も
と
一
続
き
の
地
形
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
標
高
の
高

い
東
側
の
阿
寺
山
地
は
、
阿
寺
断

層
帯
に
よ
る
地
震
の
た
び
に
隆
起

し
て
現
在
の
地
形
と
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

下呂・萩原市街地方面に延びる断層帯（宮地上空から）

地震は予告なしでやってくる…

湯ヶ峰断層

下呂断層

西上田断層

下呂

萩原

萩原断層
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断
層
帯
の
過
去
の
活
動
は
…

２
４
０
万
年
の
活
動
の
痕
跡

「
北
部
」
で
断
層
が
活
動
し
、
地

震
が
発
生
す
る
平
均
間
隔
は

１
千
８
百
年
～
２
千
５
百
年
、
最

も
新
し
い
地
震
活
動
は
３
千
４
百

年
～
３
千
年
前
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
南
部
」
の
地
震
活
動
の
平
均

間
隔
は
約
１
千
７
百
年
、
最
も
新

し
い
地
震
活
動
は
１
５
８
６
年

（
天
正
１
３
年
）
の
天
正
大
地
震

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
飛
州
誌
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
こ

の
地
震
で
御
厩
野
に
あ
っ
た
大
寺

院
、
大
威
徳
寺
が
崩
壊
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
寺
山
地
か
ら
流
れ
出
す
加
子

母
川
、
付
知
川
な
ど
を
上
流
か
ら

下
流
に
た
ど
る
と
、
い
ず
れ
の
河

川
も
阿
寺
断
層
帯
に
ぶ
つ
か
る
と

左
に
折
れ
曲
が
り
、
国
道
２
５
７

号
沿
い
を
直
線
状
に
流
れ
た
後
、

右
に
折
れ
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
河

川
の
折
れ
曲
が
り
は
、
断
層
が
左

ず
れ
を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
で

出
来
た
も
の
で
、
断
層
に
沿
っ
て

流
れ
る
長
さ
は
７
～
８
㎞
に
及
び

ま
す
。
１
回
の
地
震
に
よ
る
横
ず

れ
の
平
均
は
約
５
ｍ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
７
㎞
も
ず
れ
る
た

め
に
は
１
千
４
百
回
の
地
震
活
動

が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

阿
寺
断
層
「
南
部
」
の
地
震
活

動
の
平
均
周
期
は
約
１
千
７
百
年

間
隔
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
阿
寺
断

層
帯
は
約
２
４
０
万
年
前
か
ら
地

震
活
動
を
続
け
て
い
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

参考資料：岐阜新聞社発行「ひだ・みのの活断層を訪ねて」
　　　　　地震調査研究推進本部「阿寺断層帯の長期評価について」、「岐阜県・災害の地学」

※図中の番号は断層調査地点

阿
寺
山
地
（
後
方
）
と
手
前
の

丘
陵
に
大
威
徳
寺
跡
が
あ
る

　
　
　
　
　
　〔
下
呂
市
野
尻
〕

萩
原
断
層
の
断
層
鞍
部
（
矢
印

の
方
向
に
断
層
が
通
る
）

　
　
　
　
　
　〔
萩
原
町
古
関
〕

←
小秀山

阿寺断層地帯の位置
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い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震

日
頃
か
ら
の
備
え
が
命
を
守
る

　

気
象
情
報
な
ど
で
あ
ら
か
じ
め

被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
な
ど
が

分
か
り
、
事
前
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
風
水
害
。
し
か
し
、
地
震

は
発
生
す
る
時
期
や
場
所
な
ど
の

予
想
が
難
し
く
、
規
模
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
被
害
も
大
き
く
な
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
内
を
縦
断
す
る
阿
寺
断
層
帯

に
よ
る
地
震
の
予
想
も
、
あ
く
ま

で
過
去
の
断
層
活
動
か
ら
推
定
さ

れ
た
も
の
で
、
地
震
は
い
つ
起
こ

る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ

か
ら
地
震
災
害
に
備
え
、
家
屋
の

地
震
対
策
を
始
め
、
避
難
経
路
、

避
難
場
所
な
ど
の
災
害
時
の
行
動

を
家
族
で
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、地
震
災
害
が
起
こ
る
と
、

電
気
、
通
信
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、

避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
場
合
に
備
え
て
、
被
災
後
の
生

活
を
支
え
る
非
常
備
蓄
品
と
、
避

難
の
時
に
持
っ
て
逃
げ
る
非
常
持

ち
出
し
品
を
分
け
て
お
き
、
万
一

の
と
き
に
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
用
意
し
て
お
く
こ
と
も
必
要

で
す
。

断
層
帯
の
将
来
の
活
動
予
測
…

北
部
は
地
震
の
発
生
率
が
高
い

　

阿
寺
断
層
帯
の
活
動 

＝ 

地
震

の
発
生
は
、
北
部
と
南
部
で
分
か

れ
て
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、「
北
部
」
で
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
９
程
度
の

地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
、
そ
の

際
に
は
１
～
２
ｍ
程
度
の
左
横
ず

れ
の
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。「
南
部
」
で
は
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
８
程
度
の
地
震

の
発
生
が
予
測
さ
れ
、
４
～
５
ｍ

程
度
の
左
横
ず
れ
が
生
じ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た「
南
部
」

と
「
北
部
」
が
同
時
に
活
動
し
た

場
合
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９

程
度
の
地
震
が
発
生
す
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、「
北
部
」
と
「
南
部
」

で
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　
「
北
部
」
は
、
今
後
30
年
の
間

に
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
は

６
％
～
11
％
と
、
国
内
の
主
な
活

断
層
帯
で
の
中
で
は
高
い
グ
ル
ー

プ
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
北
部
」
の
萩
原
断
層

に
よ
る
地
震
の
発
生
が
長
い
期
間

無
く
、
地
震
活
動
の
空
白
期
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
地
震
が
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
「
南
部
」
は
、
１
５
８
６
年
に

大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
い
る
記

録
が
あ
る
た
め
、
今
後
30
年
の
間

に
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
ほ
ぼ

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

　

①　

危
険
を
感
じ
た
ら
自
分
の
判
断
で
安
全
な
場
所
へ

　

②　

人
数
分
の
３
日
程
度
の
食
糧
、
水
を
備
え
る

　

③　

家
具
の
転
倒
防
止
の
対
策
を
行
う

　

④　

家
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
必
要
な
ら
補
強
工
事
を
行
う

　

⑤　

暖
房
用
品
、
小
型
照
明
・
携
帯
ラ
ジ
オ
を
備
え
る

　

⑥　

貴
重
品
、
常
備
薬
は
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

　

⑦　

地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

写真 1: 吉嶺充俊 , 地震被害写真集 ,
 http://geot.civil.ues.tmu.ac.jp/archives/eq/index-j.html , 首都大学東京 土質研究室 , 2001-2011.

写真 1）阪神・淡路大震災で倒壊した家屋

区　　　　　　分 将来の地震発生確率

阿寺断層帯 「北部」

今後３０年以内の地震発生確率 ６％－１１％

今後５０年以内の地震発生確率 １０％－２０％

今後１００年以内の地震発生確率 ２０％－３０％

今後３００年以内の地震発生確率 ５０％－７０％

阿寺断層帯 「南部」

今後３０年以内の地震発生確率 ほぼ０％

今後５０年以内の地震発生確率 ほぼ０％

今後１００年以内の地震発生確率 ほぼ０％

今後３００年以内の地震発生確率 ０．０２％

地震活動の平均間隔

北　部 約１８００－２５００年（過去３回の活動から推定）

南　部 約１７００年（過去６回の活動から推定）



　

か
つ
て
金
山
町
、
萩
原
町
、
下

呂
町
の
学
校
に
合
わ
せ
て
８
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
益
田
の

大
地
に
関
心
を
持
ち
、
湯
ヶ
峰
火

山
と
下
呂
石
、
御
嶽
火
山
、
地
形

な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
強
く
感
じ
た
の
は
阿
寺
断
層

の
存
在
の
大
き
さ
で
す
。

　

阿
寺
断
層
は
１
０
０
万
年
以
上

前
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
大
断

層
で
、
地
形
を
大
き
く
変
え
、
岩

盤
を
破
壊
す
る
な
ど
に
よ
り
地
下

で
は
マ
グ
マ
活
動
を
さ
か
ん
に
し

て
御
嶽
火
山
や
湯
ヶ
峰
火
山
を
噴

火
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
下
呂
温

泉
、
濁
河
温
泉
な
ど
の
高
温
温
泉

を
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。
地
表
で

は
、
破
砕
帯
と
い
う
断
層
活
動
で

岩
盤
が
破
壊
さ
れ
て
削
ら
れ
や
す

く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

長
い
年
月
に
は
平
坦
地
に
な
っ
た

り
、
峠
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
顕
著
な
の
が
、
舞
台
峠

か
ら
下
呂
、
萩
原
地
域
に
か
け
て

の
益
田
川
流
域
、
ま
た
馬
瀬
川
流

域
で
す
。
阿
寺
断
層
の
影
響
は
小

坂
、
金
山
地
域
に
も
現
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
さ
に
下
呂
市
の
大
地

は
阿
寺
断
層
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た

と
い
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

阿
寺
断
層
と

付
き
合
っ
て
い
く

　

こ
の
よ
う
に
、
阿
寺
断
層
は
私

た
ち
に
と
っ
て
温
泉
や
生
活
の
場

を
提
供
す
る
と
い
う
有
益
な
面
が

あ
り
ま
す
。
人
間
で
も
長
所
短
所

が
あ
る
よ
う
に
、
断
層
活
動
が
地

震
を
起
こ
し
ま
す
の
で
、
地
震
に

よ
る
破
壊
活
動
と
い
う
マ
イ
ナ
ス

面
も
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
、

将
来
阿
寺
断
層
が
動
い
て
地
震
が

起
こ
る
こ
と
は
確
実
で
し
ょ
う
。

問
題
は
、
そ
れ
が
何
時
、
ど
こ

で
、
ど
の
程
度
の
大
き
さ
な
の
か

が
は
っ
き
り
予
測
で
き
な
い
こ
と

で
す
。

　

天
正
地
震
は
今
か
ら
約
４
０
０

年
以
上
前
に
起
こ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
阿
寺
断
層
の
中
南
部
（
旧

下
呂
町
以
南
）
が
活
動
し
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
北
部
に
あ
た
る

萩
原
地
域
（
萩
原
断
層
）
は
活

動
し
な
か
っ
た
の
で
、
阿
寺
断

層
全
体
が
同
時
に
活
動
す
る
の

で
は
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し

た
。
平
均
す
る

と
１
７
０
０
年

ご
と
に
活
動
し

て
い
る
阿
寺
断

層
で
す
が
、
次

に
起
こ
る
地
震

の
確
率
は
地
域

に
よ
っ
て
違
っ

て
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
研
究

の
進
展
が
待
た

れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

大
き
な
活
断
層
の
近
く
に
生
活

し
て
い
る
私
た
ち
で
す
が
、
ど
ん

な
こ
と
に
注
意
し
て
い
け
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
列
島
は
地

震
の
起
こ
る
可
能
性
は
高
い
の

で
、
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
準
備

が
必
要
で
す
。
減
災
と
い
う
考
え

方
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
地
震
が

起
こ
っ
た
場
合
、
被
害
を
で
き
る

だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
で
す
。
益

田
の
場
合
、
液
状
化
の
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
が
、
崖
崩
れ
が
多
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
家
が
盛
り

土
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
時
は

被
害
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

阿
寺
断
層
の
特
徴
を
知
り
、
家

の
周
り
の
地
形
の
特
徴
を
知
り
、

い
ざ
と
い
う
時
に
、
で
き
る
だ
け

被
害
を
小
さ
く
す
る
工
夫
と
準
備

を
す
る
、
恩
恵
の
多
い
阿
寺
断
層

な
の
で
、
上
手
に
付
き
合
っ
て
い

く
、
そ
ん
な
生
き
方
が
日
本
人
の

智
恵
で
あ
り
、
細
か
な
人
間
性
を

培
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し

て
、
災
害
に
対
応
で
き
る
社
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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益
田
の
地
形
は

　
阿
寺
断
層
が
創
っ
た

飛
騨
地
学
研
究
会

　
　
岩
田
　
修
さ
ん

市内を延びる阿寺断層帯


